
NEP2024
有機相転移材料を活用したワイヤレススマート農場

東大院 工 物理 M2
平田裕也（＝農業×物質）

東大院 情理 M2
水谷航悠（＝農業×AI）自動発電物質×AIを活用して大規模露地栽培農場のスマート化を支援したい！

国内の農業従事者 減 国内のフードロス

6万人/年 200万t/年
「農業に省人化を」

「栽培を高品質に」

• 自動発電物質の土壌モニタリング性能テスト

• AIによる作物データ学習

農業団体との広い＆深い提携が不可欠！

現状、農場の土壌調査には500万円/haが必要

• 自動発電で測る土壌データ（水分、NPK）

• データ解析を用いた施水施肥条件の最適化

※他にも農業×AIの導入可能性を模索予定。

で10万円/ha に！

センシング

データ解析

自動発電物質
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